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よつ葉生活協同組合 40 周年―前進する糧を求めて―⑪ 

 よつ葉だよりを毎週発行に             

 情報発信の「よつ葉だより」が発行できたのは 1989.12でした。

全員が毎週毎週配達し、合い間に組合員加入の仕事をし、カタロ

グの印刷までやっていたので、機関誌を作る余力はなかったと思

います。個別配達に切り替える中で、熱心に石鹸運動や地域活動

をしている組合員に出会って是非紹介したいと、発刊に踏み切っ

たそうです。最初は 1人で、その内理事が手伝い、職員も加わる

ことで毎月の発行を続けました。最初は全て手書きでしたが、一

部活字が入り、メンバーも理事中心から「よつ葉だより」編集委

員を募集し、組合員中心の編集体制になってきました。「素敵な人

に逢いたくて」や「可夢可夢俱楽部」では、自宅でピアノを教えた

り、料理教室を開催など人に焦点を当てた紹介が多くありました。

各委員会活動、産地訪問等 1990 年代は組合員活動の創成期にあ

たり活発な活動状況の発信がなされていました。組合員さんの交

流の場として「組合員が作る組合員のための情報誌」として頑張

っていました。2011.3.11の後、よつ葉だより 4月号は出来上が

って、印刷屋に行ったところでした。急いで表紙を差し替えまし

た。2011.3.14でした。 

生協の一番大事な仕事は、食材を休まず届ける事です。金曜日

に地震が起き、土、日と届かない商品を職員が取りに行って、月

曜日の配送は、欠品も少なく届けました。その後、徐々に欠品も

増えましたが、あちこちから調達して届けました。3.12に原発が

水素爆発を起こしてから、一挙に放射能問題の不安と不満が噴き

出しました。災害の異常時に、食材の確保と配達、放射能の危険

性の情報収集に追い立てられ、発信がスムーズに行きませんでし

た。当初、県が企画した勉強会は、ほぼ心配する必要は無いもの

ばかりでした。中には放射能は自然界にもあり、レントゲンを複

数回撮ったものと同じレベルであるとか、放射線被曝による発癌

リスクはタバコによる肺がん死亡のリスクより低い等でありまし

た。平常時の自然界での放射能の状況と、水素爆発して人工的に

放射能がもれた状況を、比較していました。 

放射能に対してよつ葉生協の対応は野菜の出荷停止は国の判断

に基づくということをチラシで配布しましたが、組合員から国の

基準に準ずることへの批判をいただきました。大きい生協は食材

を測定する機器を持っていたところもありましたが、よつ葉生協

は備えていませんでした。民間の検査機関は県の検査が優先され、

結果公表もスムーズではありませんでした。 

3 月は地元のほうれん草、小松菜など露地野菜が終わりかける

時期です。直接被った野菜は出荷できませんが、根菜はどうなの

かという判断をしなくてはなりません。 

当時、表面にあるヨウ素セシウムは数ｃｍと言われ、雨が降って

少しずつ中に入るということでした。 

県に対して検査の要請をする一方で、民間検査機関への依頼をお

願いし、福島産のえのきだけをようやく測ってもらうことができ

ました。建物の中で栽培しているため、不検出でした。9月にフラ

ンスから検査機器が入り、測れるようになりました。 

子供に北関東の野菜を食べさせられないというお母さんの声に、

奈良の大紀コープグループが「お母さん応援セット」を組んでく

れることになり、安心材料が 1つ増えました。放射能問題の他に、 

よつ葉生協では新たな取り組みを同時に進めていました。ネオニ

コチノイド系農薬の不使用削減です。2012.3.19の農産部会で米

から不使用にしたい提案を民間稲作研究所の稲葉さん、舘野さん、

里いもの生産者の田島さんを中心に研修会を開くことができまし

た。それは同時に田畑のセシウム対策も実施するものでした。決

して、原発の放射能対策、新しい農薬の危険性の情報発信と取り

組みがスムーズに進んでいたわけではありません。組合員に取り

組みの状況をもっと発信できたのではないかと反省がついて回り

ました。 

 福島県郡山にある、あいコープふくしまは、以前から「ひまわ

り」という機関誌を毎週手書きで出していました。原発事故で組

合員が県内外への避難で、組合員人数が多く減り、経営状況が厳

しい中でも継続して発行していました。震災時は、あいコープみ

やぎも含めて生産者や本部建物の被害で配送ができない時期があ

りました。よつ葉生協からの支援物資の中継点になって、被災地

へ運んでくれたり、被災生協でありながら、災害時の苦難を乗り

越えるのに両生協の存在は大きい力と支えになりました。県内外

への避難ができず、自宅に残る場合の放射能対策も参考になりま

した。栃木県北は、雨と風の影響で隣の福島県白河より放射能が

高い状況がありました。窓を自由に開けることができない中で、

カーテンの洗濯や床の清掃の仕方など、毎日の生活に活かせる体

験をいただくことができ、ベターの積み重ねでしか安全を得るこ

とができないことに納得しました。 

一人ではなく多くの人、仲間での共有や情報発信が力になり、

支えになることを福島県という津波と放射能という厳しい中で

「ひまわり」を継続していった事は、私たちにとって大きい学び

となりました。「よつ葉だより」の月一回の発行を毎週にする場合

に費用の問題、担い手の負担など大きい課題がありました。毎週

発行する場合に頁をどうするのか、費用と発行準備を考え、今の

4Ｐにするのが紙の無駄と印刷費用が変わらないといことで、今の

発行の形になりました。よつ葉だよりの最初は手書きでした。原

点に戻るという事と、毎週出すという事は、内容も含めて準備す

る日数が短いので、継続する事は大変ですが、心を込めて届けた

いと思いました。毎週出すことが当たり前と言う習慣になり、い

ざ何が起きても、対応できることにつながるのではないかと思う

のです。あいコープふくしまの「ひまわり」は、今も毎週出し続け

ています。毎週出しているところは全国的に多くありません。 

組合員さんの意見も時には厳しいことがあります。それが大事

なことです。お互いに考えを出し合うことが、生協運営の大切な

第一歩です。コロナ禍で生活も変わり、人との接触も減っていま

す。厳しい状況でも信頼関係を崩さず、壊さず、生活するにはど

うしたら良いかを考える機会になってほしいと思います。

2011.3.11は、津波にしても原発にしても辛いことが今も続いて

います。コロナ禍、世界経済の歪みで物価高が進み、増々苦しい

生活が強いられています。ひとりひとりが共助で一歩進む力にな

って、お互いが認め合い、助けたり、助けられたりしながら生き

てく架け橋によつ葉だよりがなれるよう、努力をしていきたいと

思います。                  （会長 冨居） 
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ふれあいまつりｉｎよつ葉だより 
よつ葉の魅力を発見！ 40 周年クイズラリーに挑戦！ その 1 

 

今年もふれあいまつりの季節がやってきました！よつ葉だよりでも昨年に引き続きクイズラ

リーを2週にわたって行います。40周年にちなんだ問題も用意しましたので、挑戦してみて

ください。応募くださった方の中から抽選で各週50名の方に、商品引換券を差し上げます。 

 

応募方法 下の解答欄に答えなどを記入し、切り取ってそのまま配送員にお渡しください。 

締め切りは 10月 28日必着です。メールでのご応募は受け付けません。 

当選の発表は商品引換券のお届けをもって替えさせていただきます。 

 

〇か✖かでお答えください 

問1：よつ葉生協の理事長は現在で5人目です。〇か✕か？  

 

問 2：豆腐・納豆の原料である大豆は国内産である。○か☓か？ 

 

問 3：那須千本松牛乳は65℃ 15分殺菌の低温殺菌牛乳です。 

○か×か？ 

 

問 4：菊水堂のポテトチップスに使われているじゃがいもは国産

である。○か×か？ 

  

問 5：よつ葉で扱っているハムやウインナーなどの原料肉は全て

国産である。⚪か×か？ 

 

問 7：米飯商品に使用している米は全て国産米である。 

〇か×か？ 

 

番号でお答えください。 

問 8：創立 40 周年を迎えるよつ葉生協ですが、この 40 年間で

日本の元号は何回変わりましたか？ 

➀2回 ②3回 ③4回 

 

 

問 9：よつ葉生協が設立した時の名称は以下のどれでしょう？ 

①生協とちぎよつ葉会  

②生協よつ葉ｃｏｏｐ  

③生協よつ葉会 

 

問 10：よつ葉生協の設立年は？ 

   ①昭和 57年(500円硬貨発行)  

   ②昭和 55年(日本の自動車生産台数が世界第1位) 

   ③昭和 60年(NTTがショルダーフォンを発売） 

 

問 11：2003年に一番最初にできたよつ葉オリジナル商品 

（ＰＢ商品）は何でしょう？  

①しょうゆ ②カレールー ③味噌 

 

問 12：よつ葉では、有機栽培豆を使ったコーヒーを扱っています

が、これらのコーヒー豆の産地になっていないのは、次の

うちどこでしょう？ 

   ①ブラジル ②インドネシア ③アメリカ 

 

問 13：田島さんの里芋は星☆いくつでしょう？  

①☆1つ  ②☆2つ  ③☆3つ 

 

問 14：よつ葉にはアップルファームさみずの協力で始めた「○○

○○不使用りんごオーナー制度」がある。○○○○に入る

農薬の略称は？  ①ネオニコ ②ネコネコ ③ガチンコ   

 

問 15：甘くて美味しい本みりん。作られている材料は(A)、米こ

うじ、焼酎である。Aは何か？ 

①砂糖  ②うるち米  ③もち米 

 

問 16：原料の小麦粉は 100％栃木県産の小麦「ゆめかおり」を

使用しているタカサゴのパン。油分に使用するのは「よつ

葉バター」と、「ゆめかおり食パン」「全粒粉の食パン」に使

っている、遺伝子組換えやトランス脂肪酸の心配が無いオ

イルは何でしょう? 

①ショートニング ②ココナツオイル 

③ひまわりオイル ④マーガリン 

 

※答えと解説は11月7日号に掲載予定です。 

 

クイズラリーその１解答用紙 

地区               地区名         

班コード             班名           

組合員番号 

組合員氏名                 
 

 

 1 

 

  

 2 

  

 3 

  

 4 

 

                                                           

 5 

 

  

 6 

  

 7 

  

 8 

 

 

 9 

 

  

10 

  

11 

  

12 

 

 

13 

 

  

14 

  

15 

  

16 

 

 

  

      

         

  




